
＜様式１＞

平成　30年　07月　09日

国土交通大臣　　殿

※）

【平成３０年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 千産千消ちばの杉ちば山の家

グループの名称 特定非営利活動法人　ちば山

06-0073-0237

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 柏原　博文 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

（グループ事務局）

事務局事業者名

千葉県千葉市緑区おゆみ野南4丁目31番地4

090-6503-4367

266-0033

事務局担当者名

043-292-4590

sindosya@sea.plala.or.jp

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

特定非営利活動法人ちば山

千葉県千葉市緑区あすみが丘

080-3783-0690

ちば山　真童舎　一級建築士事務所

中村　真也 印



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

□ 3
□ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2
□ 4
□ 4

1

PEFC認証制度を利用する

国内

国産材

国産材

国外

国内

国外

国内

国内

国外

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する
SGEC認証制度を利用する
FSC認証制度を利用する
FSC認証制度を利用する

外材

外材

2000

特定非営利活動法人ちば山

国内

国内

中村　真也

266-0033

千葉県千葉市緑区おゆみ野南4丁目31番地4

090-6503-4367

043-292-4590

3

6

2

千産千消ちばの杉ちば山の家

特定非営利活動法人　ちば山

06-0073-0237

千葉県　全域

柏原　博文

千葉県千葉市緑区あすみが丘

合法木材証明制度を利用する 国産材

080-3783-0690

ちば山　真童舎　一級建築士事務所

4

sindosya@sea.plala.or.jp

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

6

1

3

国内・国外

0

対象となる地域材の名称 地域材の産地

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

ちばの木

国外外材

ちばの木認証制度

外材

国産材

国内

国産材

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

国産材FIPC認証制度を利用する
クリーンウッド法に基づく証明
クリーンウッド法に基づく証明

千葉県　全域



3 戸

3 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

3 戸

3 戸

0 戸

2 戸

2 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

0 戸

3 戸

3 戸

1 戸

3 戸

3 戸

1 戸

0 棟

0 ㎡

0 棟

0 ㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

3 戸 3 戸 3 戸

0 戸 0 戸 0 戸

0 戸 0 戸 0 戸

1 戸 1 戸 1 戸

0 棟 0 棟 0 戸

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

採択戸数 交付申請戸数

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限100万円）

採択戸数

経験工務店（4戸（8戸）以上）の
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）の
申請戸数

性能向上
計画認定
住宅

経験工務店（4戸（8戸）以上））の
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）の
申請戸数

採択戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限125万円）

完了実績（竣工予定含む）戸数

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

加算
申請

交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

加算
申請

ゼロ・エネ
ルギー住
宅

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）によ
る申請戸数

今年度要望する戸数（上限100万円）

今年度要望する戸数（上限140万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限140万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

今年度要望する戸数（上限100万円）

加算
申請

長寿命
型

長期優良

住宅

経験工務店（4戸（8戸）以上）の
申請戸数

未経験工務店（3戸（7戸）以下）の
申請戸数

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限110万円）

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

加算
申請

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

建築請負契約書　締結日の日付けの順とする

今年度要望する戸数（上限125万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限110万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

 Ｂ．平成３０年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限110万円）

加算
申請

採択床面積 交付申請床面積

採択棟数

優良建築物の申請棟数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限110万円）

加算
申請

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

E．平成２９年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

C．平成３０年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）棟数

交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

今年度要望する棟数及び面積

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

今年度要望する戸数（上限110万円）

高度省
エネ型

認定低炭
素住宅

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算を要望（上限30万円）

その内9月までに交付申請が確実にできる戸数（上限110万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算を要望（上限20万円）

その内9月までに交付申請が確
実にできる棟数及び面積



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

12 Ⅰ - 1 有限会社　袖ヶ浦木材センター 299-0201

12 Ⅰ - 2 長狭木材工業株式会社 296-0104

12 Ⅰ - 3 有限会社　丸正林業 298-0271

12 Ⅰ - 4 千葉県森林組合　安房事業者 299-2725

12 Ⅰ - 5 千葉県中部林業事務所 299-1152

12 Ⅰ - 6 千葉県木材市場協同組合 283-0823

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

電話番号

0438-75-6932千葉県袖ケ浦市川原井2092番地の2

構成員
番号

所在地

千葉県鴨川市南小町795 04-7097-0049

千葉県夷隅郡大多喜町中野461 0470-82-0260

千葉県南房総市和田町黒岩380-5 0470-47-2227

千葉県君津市久保5-1-3 0439-55-4970

0475-55-6161千葉県東金市山田800番地

Ⅰ．原木供給



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

12 Ⅱ - 2 長狭木材工業株式会社 296-0104

12 Ⅱ - 3 有限会社　丸正林業 298-0271

12 Ⅱ - 6 千葉県木材市場協同組合 283-0823

12 Ⅱ - 8 鍬ヶ谷製材所 299-2853

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

千葉県鴨川市南小町795 04-7097-0049

千葉県夷隅郡大多喜町中野461 0470-82-0260

千葉県東金市山田800番地

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

千葉県鴨川市宮1117-1 04-7092-9306

0475-55-6161



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

12 Ⅲ - 6 千葉県木材市場協同組合 283-0823

12 Ⅲ - 9 鈴木木材　株式会社 290-0066

12 Ⅲ - 10 島田木材有限会社 290-0265

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

千葉県市原市今富1264-4 0436-22-4588

千葉県東金市山田800番地 0475-55-6161

千葉県市原市五所1-1 0436-41-3872

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

12 Ⅳ - 7 鈴木木材工業株式会社 289-1733

12 Ⅳ - 11 山二林産株式会社 298-0206

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号

千葉県山武郡横芝光町栗山840 0479-82-2138

千葉県夷隅郡大多喜町横山1355 0470-82-3651



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

12 Ⅴ - 18 LOHAS-IN二級建築士事務所 289-2714 ○

12 Ⅴ - 19 株式会社　まちづくり設計舎 260-0824 ○

12 Ⅴ - 20 ちば山　真童舎　一級建築士事務所 266-0033 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

千葉県千葉市中央区浜野町703-6 043-310-7953

千葉県千葉市緑区おゆみ野南4丁目31番地4 090-6503-4367

千葉県旭市三川12156-1 0479-50-5666

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

12 Ⅵ - 12 71719 ちばの木建築舎 266-0003 ○

12 Ⅵ - 13 71782 菅沼建築設計 299-4341 ○

12 Ⅵ - 14 91515 株式会社　進和建築 289-1732 ○

12 Ⅵ - 15 91494 株式会社　みくに建築 274-0816 ○

12 Ⅵ - 16 91492 株式会社　ハヤシ工務店 289-2524 ○

12 Ⅵ - 17 71761 株式会社市原ハウジング 290-0021 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号
省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 6 ○ ○

千葉県千葉市緑区高田町1066-45 043-312-9805

千葉県長生郡長生村宮成3400-12 0475-32-4636

千葉県山武郡横芝光町横芝971-17 0479-82-2172

千葉県船橋市芝山１丁目３６番６号 04-7465-7131

千葉県旭市神宮寺２１０６ 0479-50-5666

千葉県市原市山田橋1466番地 0436-43-1193



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

12 Ⅵ - 12 71719 ちばの木建築舎 2 戸 2 戸 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下

12 Ⅵ - 13 71782 菅沼建築設計 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 3以下 3以下 3以下 ○

12 Ⅵ - 14 91515 株式会社　進和建築 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 7以下 7以下 7以下 ○ ○

12 Ⅵ - 15 91494 株式会社　みくに建築 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 7以下 7以下 7以下 ○

12 Ⅵ - 16 91492 株式会社　ハヤシ工務店 15 戸 16 戸 8 戸 8 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 8以上 7以下 7以下 ○ ○ ○

12 Ⅵ - 17 71761 株式会社市原ハウジング 10 戸 6 戸 3 戸 1 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 ㎡ ㎡ 4以上 3以下 3以下 ○

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

長期優
良住宅

直近3年平均

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成29年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金活用実績の合計

数(H27～Ｈ29)

Ⅵ．施工-2

元請の
新築住宅供給戸数

優良建築物の
着工床面積の実績

Ｈ29年実績Ｈ29年実績 直近3年平均 Ｈ29年実績 直近3年平均 Ｈ29年実績 直近3年平均

高度省
エネ型
住宅

ゼロエ
ネ住宅 ○

うち木造長期優良住宅
の実績

うち認定低炭素住宅・性能向
上計画認定住宅の実績合算

うち木造ゼロエネ住宅
の実績

Ｈ29年実績 直近3年平均

○ ○



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

12 Ⅷ - 21 特定非営利活動法人　ちば山 267-0066

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号

千葉県千葉市緑区あすみが丘７丁目32番地8 080-2783-0690



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

○

○

○

○

○

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 □ ■ ◎

①-2 使用建材の統一 ■ □

①-3 標準仕様の設定 ■ □

②-1 建材・資材調達の共同化 ■ □

②-2 調達事務の合理化 ■ □

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■

b
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■

②
グループの信頼性向上に
向けた検査ルール □ ■

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

□ ■

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■

c
① 週休2日制の導入の取組 ■ □

②
技能や経験にふさわしい
処遇の実現に向けた取組 □ ■

③ 社会保険への加入 □ ■

④
安全及び健康の確保のた
めの取組 □ ■

※）

ない ある　 → 内容： 各工務店に、加入を進めています。

ない ある　 → 内容： 定期的な現場パtロールを実施、職人への声掛け健康状態確認をしている。

内容： 各工務店の、判断に任せているが、よりこの方向で進むように指導していきたい。

ない ある　 → 内容： 各工務店に、処遇実施を進めています。

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある　 → 内容：
木造住宅等地域材利用拡大事業にも、参加しているので県産材の利用拡大、ワークショッ
プ、地域材バス見学などに参画し、同じ仲間と連帯活動を通して信頼性向上に努めたい。
今年は千葉県との連携を重視していく。

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

ない ある　 →

ない ある　 → 内容：
各工務店が提携している瑕疵保険会社の検査ルールのほかに、他の検査機関からのアド
バイスもフィードバックしながら、進めて行き統一的なものにしてゆきたい。若い技術者に疑
問点などの質問できる場作りをしていく。

ない ある　 → 内容：
見積様式の掘削範囲、地盤不良部など残土処理など積算ルール　作成　木工事以外の関
連職種の見積統一、チェック力をアップさせていく。

ない ある　 → 内容：
現場でのフィードバックを元に、末端までもアナウンスが届くように周知する。フェイスブック
等のsmsにて、意識共有の場を充実させて行く。

ない ある　 → 内容：
主に、某技術集団の施工マニュアルを元に、現場施工基準として位置づけてきたが、ちば
の木家造り推奨店の加盟店の標準の施工基準造りを提案していきたい。若い技術者の育
成に今まで以上に力を注ぎたい。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：
各専門職間の委員会と、他ジャンルの専門職との調整も含んだ会議も3ヶ月に1回開催して
いく。　今後、問題点解決のヒントとしても各メンバーの長老さんたちの意見を聞く場ともして
いきたい。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：
構造躯体　土台　桁梁　柱　ちばの木認証制度の4寸角材を仕様の標準とする。今後共、こ
の仕様にて進める。

行っていない 行っている→ 内容：

④ ①～③の背景
省エネ化、耐震化、耐風化の住宅業界の流れの中でばかりでない、ZEH的な太陽光パネル搭載の屋根重視のデザインでなく、地域の良さを
引き出す。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

造園どの関連で、緑による日射遮蔽を設計時より検討、施主のアピール理解を納得を求めて行きたい。

イ．効率的で適切な就業環境が確保された住宅生産体制の整備

【平成30年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

2020年省エネ適合義務化に沿って、住宅分野の断熱省エネ化のロードマップに沿ってZEHにレベルアップしていく、夏季の日射遮蔽の効果
の高い房総農家の深いひさし採用などの採用を推奨する。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

在来軸組工法で、真壁造り　柱の露出、梁の露出面積の多い構造体を推奨する。房総地区の台風時の風圧力が高いので構造の耐風設計
にも配慮する。大壁のニーズもあるので、取入れていく

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

天然乾燥の木肌を多く露出する内装デザイン、深いひさしを外観デザインに積極的に取り込み、天然乾燥杉、天然の乾燥のピンク色を認知
に心がけたい

３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 06-0073-0237

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成30年度対応方針】

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み
※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

２．グループの名称・結成年（必須）
(グループの名称） （結成年）

特定非営利活動法人　ちば山 2000

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

千産千消ちばの杉ちば山の家 千葉県　全域



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a
①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■

①-2 情報サービス機関の活用 ■ □

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■

②-1 点検の共通ルール ■ □

②-2 補修の共通ルール ■ □

②-3 点検補修実施の確認手法 ■ □

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■

③-2 DIY体験会等の実施 □ ■

③-3 その他の相談会等の実施 ■ □

④ □ ■

⑤ ■ □

b
① ■ □

② □ ■

◎、○
記入欄

a
① □ ■

②-1 □ ■

②-2 □ ■

③-1 □ ■

③-2 □ ■

④ ■ □

b
①-1

①-2

② □ ■

ｃ
① □ ■

② □ ■

※）

昨年度までの終了者数 今年度の参加目標人数1

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

ない ある  →

ない ある  →

内容： 勉強会にて、省エネ住宅のロードマップの理解に努め、重要さの認識と全員取得を目指す

新たな技術等の開発

省エネ技術講習会への請負技
能者等の参加人数

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

ない ある  → 内容： 保育園等の、準耐火構造物への木の活用　構造計画

内容： 木造住宅等地域材利用拡大事業として、小屋の板倉作りのセルフビルドワークショップを開催

新たな技術等の導入

ない ある  → 内容：

2

昨年度までの終了者数 1 今年度の参加目標人数 1

ない ある  → 内容： 小屋の板倉作りのセルフビルドワークショップを開催実施　木に触れ住まい造りえと加速させる

ない ある  → 内容： 勉強会にて、省エネ住宅のロードマップの理解に努め、ZEHの重要さの認識と全員理解を目指す

ない ある  → 内容： 事例から、まとめに入る

ない ある  → 内容： 現場パトロールの際に、指摘まとめをする

ある  → 内容： 未経験工務店の施工技術研修会　現場進行途中の構造見学会などを節目に研修の場としたい。
未経験工務店等への施工技術
研修会等の開催

エ．グループの技術力の向上

【平成30年度対応方針】

ない

ない ある  → 内容： 各　会合時に、時間を設けて、雑談形式で　情報共有していく

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

過去の瑕疵内容等に学ぶ勉強
会の実施

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 維持管理検討委員会を3ヶ月一回開催とし、問題点、検討事例の共有の場としたい。

ない ある  → 内容： 木造住宅等地域材利用拡大事業とも並行して、相談、体験ワークショップを開催していく。

ない ある  → 内容： 他のグループとの連携交流を図りたい

ない ある  → 内容： ＨＰＣシステムの導入を検討中

ない ある  → 内容： ＨＰＣシステムの導入を検討中

ない ある  → 内容： 管理診断点検　として、各履歴情報機関のID,パスワード共有にて管理点検していく。

ない ある  → 内容： ＨＰＣシステムの導入を検討中

ない ある  → 内容： 管理診断点検　として、各履歴情報機関のID,パスワード共有にて管理点検していく。
①
住
宅
履
歴
情
報
の

蓄
積

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

ない ある  → 内容：

３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 06-0073-0237

２．グループの名称・結成年月（必須）

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成30年度対応方針】

※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

千葉県　全域
(グループの名称） （結成年）

特定非営利活動法人　ちば山 2000

省エネ技術講習会への参加促
進のための取組

品質管理のための共通ルール

上記共通ルールが守られている
ことの確認手法

需給計画の策定

技術力向上のための中長期的
な計画

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

千産千消ちばの杉ちば山の家

③に基づく業種ごとの合理化の
取組

省エネ技術講習会への施工事
業者社員の参加人数

②
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
基
準

の
整
備

③
住
ま
い
の
管
理

維持管理委員会等の設置

その他の維持管理の手法

グループ構成員の倒産廃業時の
バックアップルール



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
□ ■ □

□ ■

□ ■

□ ■

■ □

■ □

■ □

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b ①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■

①-2 地域材価格の共有の仕組 □ ■

②
グループ全体における地
域材の需給予測 ■ □

c ①-1 畳の活用 ■ □

①-2 和瓦の活用 ■ □

①-3 襖の活用 ■ □

①-4 障子の活用 ■ □

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 □ ■

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 □ ■

d ①
地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ ■

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ ■

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ □

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ ■

◎、○
記入欄

※）

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

東日本大震災の復興に資する取組 特に、取り組みなし

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

板倉小屋の応用を、常に考えること　板倉の耐震性など

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 和室の提案

行っていない 行っている→ 内容： 農家建築の、深い軒のデザインの取り入れ方。

行っていない 行っている→ 内容： 見学会などで、長老の意見感想の文章化

行っていない 行っている→ 内容： 房総のマテバシイの集成材カウンターの活用

行っていない 行っている→ 内容： 出桁などの、庇の出の活用

行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない

ない ある  → 内容： 情報交換にて

行っていない 行っている→ 内容：

ない ある  → 内容： なかなか難しく　、確認しあっている現状

主要構造材

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない

板材 壁板、床板等： 使用していない

土台： 使用していない

柱： 使用していない

間柱、根太、垂木等： 使用していない

※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

土台、　柱、　桁梁　合計の50%以上とする

50％未満 50％以上

梁・桁等の横架材等： 使用していない

羽柄材
③

標準的な地域材の使

用部位 （必須）

特定非営利活動法人　ちば山 2000
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成30年度対応方針】

06-0073-0237

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

使用している

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

千産千消ちばの杉ちば山の家 千葉県　全域

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）

使用している

カ．その他

【平成30年度対応方針】

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

80％以上

使用している

使用している

使用している

使用している



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

地域材をふんだんに見せつつ木のぬくもりを感じるゼロエネ住宅をこころ掛けます。ゼロ　エネルギー住宅　ｈ３０　3件の設計が進んでいる。

06-0073-0237

特定非営利活動法人　ちば山 2000
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）
（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

千産千消ちばの杉ちば山の家 千葉県　全域

２．グループの名称・結成年月（必須）
(グループの名称） （結成年）


